
子育て中の

お母さん、お父さんへ

子どもたちが遊び

親たちもたのしめる

そんな交流の場があります

親子で手をつないで

ぜひ遊びに来てください。

先
生
の

今
月
の
ひ
と
こ
と

御代田町子育て支援事業 児童館事業の紹介

問
い
合
わ
せ
先

•
町
民
課
こ
ど
も
係 

（
32
）3
1
1
1（
内
線
47
・
74
）

•
平
和
台
児
童
館 

（
32
）5
8
0
0 
 
 
 
 

•
東
原
児
童
館 

（
32
）5
7
6
9 
 
 
 
 

•
大
林
児
童
館 

（
32
）0
1
5
4 
 
 
 
 

６月の予定

 

平
和
台
児
童
館

６
月
１
日（
火
）

《
な
る
に
屋
》

本
屋
の
お
兄
さ
ん
が
本
を
紹
介
し

て
く
れ
ま
す
。

６
月
３
日（
木
）

《
子
育
て
の
知
恵
袋
》

先
輩
マ
マ
に
子
育
て
の
楽
し
さ
を

教
わ
ろ
う
！

６
月
８
日（
火
）

《
リ
ト
ミ
ッ
ク
》

６
月
10
日（
木
）

《
新
聞
あ
そ
び
》

６
月
15
日（
火
）

《
親
子
あ
そ
び
》

内
容
は
お
楽
し
み
に
。

６
月
17
日（
木
）

《
お
誕
生
会
・
身
体
測
定
》

６
月
22
日（
火
）

《
七
夕
か
ざ
り
》

６
月
29
日（
火
）

《
色
水
あ
そ
び
》

「
ひ
だ
ま
り
っ
こ
」の
予
定

 

東
原
児
童
館

６
月
４
日（
金
）

《
三
世
代
交
流
お
や
つ
作
り
》

参
加
費
…
１
０
０
円

６
月
11
日（
金
）

《
お
さ
が
り
会
》

６
月
18
日（
金
）

《
牛
乳
パ
ッ
ク
で
あ
そ
ぼ
う
》

６
月
25
日（
金
）

《
お
は
な
し
会
》

 

大
林
児
童
館

６
月
２
日（
水
）

《
砂
場
あ
そ
び
》

６
月
９
日（
水
）

《
新
聞
あ
そ
び
》

６
月
16
日（
水
）

《
お
は
な
し
会
》

６
月
30
日（
水
）

《
七
夕
か
ざ
り
を
作
ろ
う
》

 

三
館
合
同
ひ
だ
ま
り
っ
こ

６
月
24
日（
木
）

《
幼
児
体
操
》

場
所
…
エ
コ
ー
ル
み
よ
た

受
付
…
午
前
10
時
〜
10
時
15
分

持
ち
物
…
お
茶
、
タ
オ
ル

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

今
回
は

大
林
児
童
館

羽
場
先
生
で
す

　

大
林
児
童
館
で
は
、
４
月
よ
り
館
長
先
生
を
は

じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
新
し
く
変
わ
り
ま
し

た
。
私
も
そ
の
一
人
で
、
今
は
皆
さ
ん
の
顔
や
名

前
を
覚
え
る
の
に
一
生
懸
命
で
す
。
早
く
全
員
の

顔
と
名
前
を
覚
え
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
楽
し

く
過
ご
せ
る
児
童
館
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

午
前
中
は
、
主
に
幼
児
連
れ
の
親
子
が
来
館
し
、

育
児
相
談
や
好
き
な
遊
び
、
友
達
づ
く
り
な
ど
自

由
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
水

曜
日
に
は
、「
ひ
だ
ま
り
っ
こ
」を
開
催
し
、
製
作

や
運
動
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
は
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が
来
館
し
、

学
校
の
宿
題
を
す
ま
せ
、
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

安
心
し
て
楽
し
く
活
動
で
き
る
場
所
と
し
て
児
童

館
を
た
く
さ
ん
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
大
林
児
童
館
の
紹
介
」

※
活
動
に
よ
っ
て
は
、
持
ち
物
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
各
児
童
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

みよた広報 やまゆりみよた広報 やまゆり66月号 月号 （（2626））　　



●10カ月健診時に撮影した
写真を２カ月に分けて紹
介しています。

子宮頸がんは検診により進行がんを防ぐことができます
　子宮頸がんには検診が非常に有効で、進行がんを防ぎ死
亡を減らす効果が証明されています。多くの先進国ではほ
ぼ例外なく、子宮頸部細胞診による検診が行われています。

子宮頸がんは20歳代の若年層に急激に増しています
　この20年間で子宮頸がんの発生率は50歳以上の中高年
層は順調に減ってきていますが、逆に20～24歳では約2倍
に、25～29歳では3～4倍に増加しています。この原因は、
子宮頸がんはヒトパピローマウイルス（HPV）の感染が関
与しており、高齢になるほど多くなる、ほかのがんと違っ
て、性活動が活発な若い年代での感染の機会が増えている
ためと考えられます。

子宮頸部細胞診によってがん細胞は発見できます
　子宮頸部細胞診とは、子宮頸部の表面から綿棒などで採
取した細胞を顕微鏡で調べる検査のことです。
　検診受診者のうち、がんが発見された割合は2002年で
みると約0.06％で、その内、60％以上は粘膜の表面のご
く一部だけにとどまる非常に早期の段階で発見されている
ので、その大半は子宮を残した治療が可能になります。子
宮頸部細胞診によって、検診では自覚症状のない早期でも
がんを発見することができます。

　町では、子宮頸がん検診を次のとおり実施しています。
20歳以上の女性の方は、2年に1回は検診を受診すること
をお勧めします。

x集団検診
　実 施 日：6月21日（月）～25日（金）
　受付時間：午後12時45分～1時15分
　場　　所：保健センター

x個別検診
　実施日（要予約）：平成22年度内
　　　　　　　　　（休診日を除く平成23年3月31日まで）
　実施医療機関：御代田中央記念病院
　料金は集団検診、個別検診とも1‚500円。ただし平成22
年度「女性特有のがん検診推進事業」の該当者（平成21年
4月2日～平成22年4月1日までの間に20歳、25歳、30
歳、35歳、40歳になった女性）の方は無料。

【検診の申し込み・問い合わせ先】
　保健福祉課健康推進係 （32）2554

子宮頸がん検診を
受けましょう

（（2727）） みよた広報 やまゆり みよた広報 やまゆり66月号月号


